
環境学習  受け入れのしおり《自然観察編》  
県立三木山森林公園  

℡  0794-83-6100（水曜休  9～ 17 時）  

 

県立三木山森林公園は、三木市のほぼ中心部にある「人と森林との共生」をテーマに整備  

された森林公園です。広さは、甲子園球場のおよそ２０倍、８０ ha。その中に、音楽ホール、

クラフト館、など様々な施設があります。  

公園内の森林（里山林）は約６７ ha あります。四季折々の表情を見せる自然の中で、森の  

生き物とふれあい、その大切さを感じていただける場所として大いに活用していただけるよう

心からお待ちしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立三木山森林公園での環境体験学習のプログラムとして、「自然観察（植物、

野鳥、昆虫、等）」「クラフト体験」などがあります。自然観察の標準時間は、  

約２時間を想定しています。  

 

受入規模  
少人数から可。小学３年生の環境体験学習のほか、校外学習、

一般団体や地域のグループ、子ども会、教員研修等  

体験内容  

料   金  

•お話 (森の中を歩く時の注意、森の生き物の概要、等 ) 

•現地にて観察  

•ふりかえり、質問タイム  

指導員１名につき  ￥ 3,000 円（税込み）  

その他  

⓵内容、人数、スケジュール等は相談に応じます。また、  

クラフトとの組み合わせも可能です。（料金は別途発生します） 

⓶１クラス（２５名程度）につき２名の指導員がつきます。  

⓷全行程、指導員が同行し、学習指導を行いますが、児童の引率・

救護等は学校の責任において実施ください。  

⓸事前の打合せをお願いします。  

⓹雨天時の延期日を設定してください。（気象警報発令時は中止） 

➅指導費は当日までにお支払い願います。  

学習目的  

自然との触れ合いから、命の営みやつながりを実感し、

命を大切にする心を育む。また四季の変化に気付き、  

自然の循環や人とのつながりを知る。  

自然観察編  



自然体験プログラムポイント

対象学年･年齢
通年（季節による変化）の

観られるポイント
初夏(１学期)のポイント 秋(２学期)のポイント 冬(３学期)のポイント

・キツツキ（コゲラ）の巣 ・モリアオガエルの卵塊(もみじ谷) ・落葉樹の紅葉・紅葉 ・落葉樹と常緑樹のちがい

・ドングリの季節変化 ・タチツボスミレ
・ナラ・カシ類の果実
　(ドングリ)

・冬芽観察

　初夏：幼果(“ドングリの
　　　　赤ちゃん”観察)

・イロハモミジの種子 ・秋の眺望 ・野鳥観察(もみじ谷観察池)

→秋：堅果（ドングリ拾い） ・ナラ・カシ類の幼果
・トンボ類、バッタ類、
　カマキリ等

・昆虫観察

・きのこのあずまやから
　大芝生広場への眺望

・初夏の眺望
（きのこのあずまやから）

・水生生物（メダカ、エビ等） ・ニホンアカガエルの卵塊

・イロハモミジ ・トンボ類、バッタ類、カマキリ等 ・秋の七草観察

初夏：緑葉、種子→秋：紅葉 ・水生生物（メダカ、エビ等）

小学３年生


